
①「地方振興を目指した空港利用の地域間連携及び空港ターミナルの交通連結機能の高度化に関する研究」

の評価結果（事前評価） 

 

【総合評価】 

本研究は空港利用の地域間連携、空港ターミナルの高度化等の地方空港の有効利活用方策を提示する

上で重要な研究であり、国総研で重点的に実施すべきものと評価する。 

なお、研究の実施にあたっては、研究の対象課題、研究の目的、研究を達成するための方法について、

より一層明確にするよう留意して進められたい。 

 

 

【研究を実施するに当たっての留意事項】 

なお、研究を実施するにあたっては、以下の点についても留意されたい。 

・一般的に社会実験はデータ取得が主体のものと合意形成が主体のものがあるが、役所の場合、後者が主

体となっていることが多い。社会実験に当たり何故社会実験を行うのか、必要性、必然性など明確に整

理しておいて頂きたい。 

・地方空港は不便なため、他の空港を利用する場合もある。社会実験に当たっては、現状を追随するだけ

でなく何故そうなるのかと言う視点も考慮して検討されたい。 

・地方空港の利用頻度が低い理由の一つとして運行頻度が少なく、故に空港や空港周辺に魅力が少ないこ

とがあげられる。利用客の多い空港よりも、このような空港をどうするかが、より重要な問題であり、

その点についても検討されたい。 

・空港の類型化には多様な分類軸があり、どのような軸を設定するかが重要である。本研究での類型化が

うまくいくと制度的な面で好影響を及ぼすことが期待される。 

・今回の研究で求めているものが地方空港に対する新たな提案であれば、全国を網羅的に行う方法と幾つ

かの特徴的な空港についてその特質を深く分析する方法があり、どちらがより有効な方策であるか検討

されたい。 

・社会実験では、空港の利用実態とか利用者の評価だけでなく、地域の側から見た評価についても視野に

入れて研究されたい。 

・研究の実施に当たっては、運行頻度、収容乗客人数と航空機材コストの関係比較や時間価値と地元のサ

ービス水準等を加味して実施すべきである。 

・社会実験にはエアラインの協力を是非とも取付けて頂きたい。 

・研究目的を明確にし、その目的を達成するために必要な方法論を選び取ることが重要である。 
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